
＊社会福祉協議会費の納入にご協力をお願いします＊

＜複合型福祉施設 ほのぼの家族＞

＜ふれあい・いきいきサロン＞

　住み慣れた地域で安心して生活でき
る福祉のまちづくりをめざし、様々な
事業に取り組んでおります。
　社会福祉協議会費はその取り組みに
は欠かせない財源となっております。
　市民の皆さまの福祉事業に対するご
理解とご支援、ご協力をよろしくお願
いいたします。　

※�平成28年5月30日(月)をめどにご協力
をお願いいたします。

平成28年度
社会福祉協議会費の納入に
ご協力お願いいたします

No.329
平成28年5月16日

「社協」は、社会福祉協議会の略称です

編集・発行　新発田市社会福祉協議会　新発田市本町4-16-83　TEL 23-1000(代表)

社協ホームページ（PC版）が　
ご覧になれます

▲新発田社協のホームページ　http://www.shibata-shakyo.or.jp
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介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
報

酬
改
定
の
影
響
を
受
け
て
こ
れ
ま

で
以
上
に
厳
し
い
状
況
の
中
で
安

定
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
利

用
者
の
安
定
的
確
保
や
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材
の
育
成

と
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
、
研
修
を
計
画
的
に
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
総
合
事
業
へ
の

移
行
に
向
け
て
、
社
協
の
各
部
門

が
連
携
し
な
が
ら
社
協
ら
し
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
展
開
に
つ
い

て
組
織
全
体
と
し
て
検
討
を
進
め

ま
す
。

総
合
的
事
業

　
市
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
携

の
も
と
、
民
間
福
祉
活
動
の
重
要

性
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
を
深

め
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
社

協
活
動
の
推
進
と
関
連
団
体
等
の

活
動
支
援
に
努
め
ま
す
。

介
　護

　
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ

た
場
合
で
も
可
能
な
限
り
居
宅

で
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
な
が

ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
介
護
予

防
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
市
民
全
体
が
生
き
が
い
を
も
ち
、

輝
け
る
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
推
進
し
、
家
庭
、
地
域
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
学
校
、
施

設
、
企
業
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
目
指
し
、
諸
条
件
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

在
宅
福
祉

　
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
在
宅
福
祉
及

び
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

障
が
い
児
・
者

　
障
が
い
児
・
者
が
、
地
域
に
お

い
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
障
が
い
の
程
度
や

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
・
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

生
き
が
い

　
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
事
業
を
推

進
し
ま
す
。子

育
て
・
若
者

　
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
や
育
児

相
談
、
プ
レ
ー
ル
ー
ム
の
解
放
な

ど
を
行
い
、
子
育
て
世
代
を
応
援

し
ま
す
。

　
ま
た
、
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り

の
若
者
世
代
を
対
象
と
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
社
会

参
加
の
き
っ
か
け
作
り
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
協
力
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

共に生き共につくる福祉社会を目指して

ふれあい･いきいきサロンボランティアフェスティバル

ふくし出前講座

重
点
事
項
５
　	

介
護
保
険
事
業
の

安
定
的
運
営
の
確
保

そ
の
他
福
祉
事
業
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「
新
発
田
市
地
域
福
祉
（
活

動
）計
画
」に
基
づ
き
全
市
17
地
区

に
お
い
て
、
各
地
区
の
実
情
に
沿
っ

た
「
地
区
福
祉
活
動
計
画
」
が
、平

成
28
年
度
に
す
べ
て
策
定
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
12
地
区
に
お
い

て
計
画
を
策
定
し
、
平
成
28
年
度

に
は
５
地
区
で
策
定
を
進
め
ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
福

祉
の
担
い
手
で
あ
る
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
が
主
体
的
に
計
画
を
策
定

で
き
る
よ
う
に
、
行
政
及
び
自
治

会
連
合
会
の
取
り
組
み
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
計
画
を
策
定
し
た
地
区
に
お
い

て
は
、
策
定
済
み
の
地
区
関
係
者

に
よ
る
「
地
区
福
祉
活
動
計
画
推

進
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
、
計
画

の
推
進
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
住
民

同
士
の
“
見
守
り
”
と
“
気
づ
き
”

の
向
上
を
図
り
、
社
会
的
孤
立
の

予
防
と
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

　
地
域
支
え
合
い
団
体
の
集
い
の

開
催
や
市
が
進
め
る
産
学
官
民
連

携
地
域
型
中
間
支
援
組
織
へ
の
参

画
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
「
地
域

み
ま
も
り
隊
員
」
の
活
動
の
推
進

な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

や
個
人
の
き
め
細
か
い
支
え
合
い

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
な
ど
に

よ
り
、
自
分
一
人
で
は
判
断
が
で

き
な
い
状
態
に
あ
り
、
自
分
一
人

で
は
契
約
や
財
産
の
管
理
な
ど
を

行
う
こ
と
が
難
し
い
方
及
び
そ
の

親
族
に
対
し
、
そ
の
人
ら
し
く
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
権
利
や
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
圏
域
内
の
独
居
高
齢
者
の
み
世

帯
が
年
々
増
加
し
て
い
く
中
で
、

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て

積
極
的
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
専
門
職
種
の
職

員
が
相
互
に
連
携
し
、
地
域
ケ
ア

会
議
の
活
用
等
で
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
が
ら

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
総
合
事
業
へ
の
移
行
に

向
け
て
は
、
行
政
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
ま
す
。

平成28年度
新発田市社会福祉協議会事業計画

平成28年度
策定地区（五十音順）

１　赤谷地区
２　加治川地区
３　御免町地区
４　菅谷地区
５　東豊地区

地域支え合い団体の集い

地区福祉活動計画の策定 地域支援事業

重
点
事
項
１
　
地
区
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

（
継
続
事
業
）
と
策
定
地
区
の
活
動
支
援

重
点
事
項
２
　

見
守
り
体
制
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

重
点
事
項
３
　

成
年
後
見
事
業
へ
の

取
り
組
み

重
点
事
項
４
　

中
央
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

の
強
化
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Ｈ28年
５月

救
急
法
基
礎
講
習
会
（
８
日
）

赤
十
字
救
急
員
養
成
講
習
会

	
（
８
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日
）

生
活
応
援
団
事
業
説
明
会
及
び
研
修
会

	

（
19
日
）

点
字
体
験
講
座
（
20
日
）

６月

赤
十
字
救
急
員
養
成
講
習
会

	

（
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、
26
日
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座
（
25
日
）

※
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
課
程
）

７月

若
者
居
場
所
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座（
23
日
）

※
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
課
程
）

ふ
れ
愛
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
（
30
～
31
日
）

８月

※
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
課
程
）

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
倶
楽
部
ふ
く
し

９月

拡
大
写
本
講
習
会
（
16
日
）

10月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
22
日
）

11月

音
声
訳
講
習
会
（
12
日
、
19
日
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
～
初･

中
級
～

（
19
日
、
20
日
）

幼
児
安
全
法

12月
H29年
１月２月

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
～
上
級
～

（
25
日
）

３月

地
域
支
え
合
い
団
体
の
集
い(

４
日)

　耳が不自由な方とコミュニケーションをとる時、あなたならど
うしますか？この講座では、手話と要約筆記という、耳が不自由
な方とのコミュニケーション方法の基礎に触れることができま
す。これをきっかけに、自分の可能性を広げてみませんか？
日　　時：平成28年６月25日（土）
　　　　　午前９時30分～午後３時30分
場�　　所：新発田市ボランティアセンター　研修室１
受 講 料：無料
持 ち 物：筆記用具、昼食
申込締切：平成28年６月17日（金）
申�込み先：新発田市社会福祉協議会地域福祉課
　　　　　ＴＥＬ�２３―１０００

～手話・要約筆記～
＊チャレンジボランティア体験講座＊

　　　手話とは…
　手の動きや表情で耳の不自由な方とコミュ
ニケーションをとる方法です。

　　　要約筆記とは……
　話の内容をパソコンや手書きで素早く通
訳して、耳の不自由な方とコミュニケーションをと
る方法です。

平成28年度講座・イベント予定表
新発田市社会福祉協議会では、下記の講座・講演会を予定しています。

※ 手話奉仕員養成講座の日時は上記「日程」をご参照ください。

　
聴
覚
障
が
い
者
の
生
活
や
福
祉
制
度
の

理
解
を
深
め
、
日
常
生
活
で
必
要
な
手
話

を
学
び
ま
す
。

日�

　
　程�

平
成
28
年
６
月
25
日
か
ら
８
月
23
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日（
８
月
９
日
と
８
月

16
日
を
除
く
）
午
後
７
時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
と
、
毎
週
土
曜
日（
８
月
13
日

を
除
く
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
。
た
だ
し
、
初
日
は
午
前
９
時
半
か

ら
午
後
３
時
ま
で
。

受�

講
対
象
者�

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
過
程
）

修
了
者
な
ど

会�

　
　場

�

新
発
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

受�

講
料�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
が
な
い
方
は
、テ
キ

ス
ト
代
と
し
て
３
，２
４
０
円
）

修�

了
条
件

�

講
義
・
実
技
を
そ
れ
ぞ
れ
８
割
以
上
出

席
し
て
い
る
者
に
修
了
証
書
が
授
与
さ

れ
ま
す
。

申�

込
締
切

�

平
成
28
年
６
月
17
日
（
金
）
ま
で

問�

い
合
わ
せ

�

新
発
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ�

２
３
―
１
０
０
０

　＊手話奉仕員養成講座＊（基礎課程）
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　誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせる地域づくりを推進すること及び先駆的・開拓的な住民参加型事業
を応援することを目的に、公募型による助成を行います。

助成対象 	 平成28年４月１日から平成29年３月31日までに行われる事業を対象とします。

対象団体 	 	新発田市内で自主的・自発的に進める地域福祉活動を行う民間の非営利団体等（自治会、老人ク
ラブ、ボランティア団体、NPO法人など）

助成対象 	 ①　安心・安全な地域づくり事業
　	 ②　日常的な支援を必要とする方々への生活支援事業
　	 ③　地域活動支援事業

助成金額 	 ①　備品整備事業	上限20万円
	 　　※デジタルカメラやパソコンなどの事務機器や建物に設置する常設の設備備品は対象外
　	 ②　備品整備費以外の事業	上限15万円　

募集期間 	 平成28年５月16日（月）～平成28年６月20日（月）

審査基準 　（1）目的の明確性　（2）公益性　		（3）具体性　		（4）活動の必要性　（5）助成金の必要性
	 （6）意欲・熱意　　（7）先駆性・開拓性　	 ※一次募集の審査基準と同様とします

応募方法 	　	応募書類・事業要項を、新発田市社会福祉協議会ホームページ（http://www.shibata-shakyo.or.jp/）
からダウンロードするか、新発田市共同募金委員会に直接お問い合わせください。

問い合わせ先 	新発田市共同募金委員会
	 〒957-0054　新発田市本町４-16-83	
	 Tel	0254－23－1000	　Fax	0254－26－3300

新発田市社会福祉協議会 平成28年度予算
総額 10億8,522万1千円

※各事業費には次年度繰越金が含まれております。

支出

居宅介護支援事業
41,630千円

地域包括
支援センター事業
58,236千円

児童福祉事業
26,843千円

補助金･負担金事業
40,053千円

訪問介護事業　20,465千円

障がい者自立
支援事業
10,081千円

ほうづきの里食堂・
売店事業
870千円

指定管理事業
30,410千円

受託事業
29,358千円

地域福祉事業	
276,783千円

共同募金配分金事業
6,122千円

貸付事業
4,690千円

基金事業
60,792千円

積立金事業
131,153千円

デイサービスセンター事業
347,735千円

収入

介護保険事業収入
432,250千円

障がい福祉サービス等
事業収入　39,661千円

児童福祉事業収入　11,760千円

会費収入	9,355千円

受託金収入
157,686千円

補助金収入	
（経常経費補助金収入、	
　借入金利息補助収入、	
　施設設備等補助金収入）

111,417千円

事業収入	21,000千円

寄付金収入	131千円

貸付事業収入
1,600千円

負担金収入	19,734千円

前期資金収支残高
	75,643千円

積立資産
取崩収入
144,467千円

その他の
収入
673千円

受取利息
配当金
収　入
855千円

基金積立資産取崩収入
58,989千円

赤い羽根共同募金「地域支え合い活動支援事業」公募型助成
二次募集のご案内



し
ば
た
社
協
だ
よ
り
は
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』の
配
分
金
と
社
協
会
費
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

7

No.356
平成28年5月16日ボランティアだより

	団　体　名 代　表　者 活　動　内　容
赤谷地域　ボランティア送迎　 阿 部 庄 三 毎週1回会員の自家用車で最寄バス停診療所等へ送迎

おだまきの会 平 野 ヒ デ 歌、踊り(民踊、新舞踊）、寸劇、その他

おはなしぱたぽん 江　口　とし子 お話会の開催、情報交換等

音声訳　むぎの会 石　井　千鶴子 広報誌・コラム等を音声訳したテープやCDを視覚障がい者に送達する

拡大写本「結の会」 荒 井 健 次 弱視小学生用拡大教科書の製作

がんばるワン新発田 佐 藤 孝 子 動物ふれあい訪問

黄色いハンカチの会 小 竹 敏 夫 チャリティーイベントを開催し福祉団体へ寄付、老人ホームへの慰問

傾聴ボランティア　サルビア 若 木 純 子 高齢者や一人暮らしの方の話し相手や相談相手をし、心の援助をする

五ヶ字地区送迎ボランティア 坂 井 　 稔 新発田市広域圏内の病院等の送迎

さわやか音楽レクリエーション 樺 沢 厚 子 利用者さんと皆さんで楽しく懐メロや唱歌を唄う！

しばたＩＲＯＲＩの会 斎 藤 志 づ 地域の伝説や民話を語り継ぎ、多くの人と感動や喜びを分かち合い親睦を図る

新発田あやめマジッククラブ 若 桑 利 男 マジック演技の披露及び指導

新発田音声パソコンフィンゲル 坂　上　喜省穂 音声パソコンの練習、視覚障がい者の生活、福祉の情報交換

新発田ゲートボール連盟 木 村 正 勝 ゲートボールで楽しく豊かな人生を！仲間と強い絆を！

新発田市囲碁将棋同好会 湯 浅 昭 吉 囲碁将棋

新発田市観光ガイドボランティア協会 権 瓶 利 明 新発田城、清水園などでのボランティアガイド

新発田市給食ボランティアグループ 石 津 章 三 70歳以上の介護認定を受けていない一人暮らし、高齢者等に手作りお弁当を安
否確認を兼ねてお届けする

新発田市健民少年団 齋 藤 敏 郎 野外活動や奉仕活動を通し、青少年の健全育成に寄与する

新発田市国際友好の会（ＳＨＩＰ） 小 島 啓 一 国際交流の場を提供し、会員、市民、外国人市民との交流を図る

新発田市社会福祉を考える会 稲 葉 正 美 社会福祉に関する学習会、介護・医療・年金等の相談会等を開催

新発田市赤十字奉仕団 青 井 敏 治 炊き出し訓練、福祉施設の除草、特老等の慰問、施設入所者との交流

新発田市地区腎友会 大 平 公 伸 透析者の社会参加を容易にし生活の改善をする。ドナーカードの配布

新発田市ふれあい推進員協議会 島 　 　 仁 在宅高齢者宅家庭ごみのごみ出し、一時的な家事援助、除雪、福祉施設催事時
のお手伝い等

新発田市老人クラブ連合会 田 村 光 雄 地域での奉仕活動（清掃活動等）、友愛訪問活動

新発田手話サークル 佐久間　春　子 手話を学び広める、ろうあ者の情報保障に関する活動、ろうあ者と聴者との親
睦を深める

新発田相撲甚句会 神 田 孝 雄 相撲甚句の練習、全国大会及び各種大会等への参加、ボランティア活動

新発田生活と健康を守る会 小　野　敬一郎 福祉制度の活用・促進、高齢者、障がい者の介護支援と制度活用の促進等

新発田たすけあい 佐 藤 文 子 有償家事援助（掃除・洗濯・買い物・調理）、介護（通院・病人・障がい者）
本町ふれあいルームの運営

新発田中国語の会 本 間 真 澈 中国語学習をしながら中国人に日本語学習のお手伝いをしています。

新発田友の会 金 田 　 緑 家事一般、家計についての講習会を行い子育て支援。他に清拭布作りなど

新発田日本語教室 髙 橋 紀 子 外国に関わる人達への日本語学習支援等。

新発田ハーモニカ愛好会 片 岡 光 子 市内でコンサート、県ハーモニカ協会発表会、老人施設等にボランティア訪問

新発田病院・リウマチセンター病院ボランティア 伊 藤 卓 朗 車イス利用者の介助、再来受付機や自動精算機の操作方法の案内

新発田マジッククラブ 神 田 　 博 マジックの慰問、披露、指導

新発田無線赤十字奉仕団 阿 部 政 康 災害時、アマ無線による日赤活動等の通信確保を目的に各種訓練の参加・研修

新発田わんわんパトロール 武 田 　 隆 毎日の愛犬との散歩時防犯ベストを着用し、防犯防災に寄与する活動を行う

手話サークル　木の芽の会 奥 田 明 子 手話学習、手話通訳。聴覚障がい者との交流・支援

（五十音順）

　平成28年度新発田市社会福祉協議会にボランティア登録された団体のご紹介をさせていただきます。
（平成28年４月25日現在）

329号 しばた社協だより 6

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

「
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
」

　
新
発
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
新
発
田

市
と
共
同
で
こ
の
た
び
発
生
し
た
「
平
成
28
年

熊
本
地
震
」
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る

た
め
、
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

受
付
期
間
：
６
月
30
日
（
木
）
ま
で

受��

付
場
所
：
市
本
庁
舎
、
市
役
所
別
館
、
地
域
整
備

庁
舎
、
各
支
所
、
イ
ク
ネ
ス
し
ば
た
、
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
館
、
い
き
い
き
館
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
し
ば
た
、
市
民
文
化
会
館
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
住
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
五
十
公
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

佐
々
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
猿
橋
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
御
幸
町
ふ
れ
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
豊
町
ふ
れ
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
菅
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
加

治
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
七
葉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
金
蘭
荘
、
ほ
う
づ
き
の
里
、
さ

く
ら
苑
、
眺
海
荘

そ
の
他
：
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
た
め
に

領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
会
計
課
（
市
本
庁
舎
１

階
）
に
直
接
義
援
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
込
を
希
望
さ
れ
る
場
合
】

　
口
座
振
込
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先
：
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
新
発
田
市

地
区
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
２
３
―
１
０
０
０

各
　
種
　
案
　
内

お
問
い
合
わ
せ

新
発
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課 

TEL 

23
─１
０
０
０

訪
問
介
護
事
業
所
統
合
の
お
知
ら
せ

　
豊
浦
訪
問
介
護
事
業
所
（
月
岡
温
泉

７
２
７
―
１�

ほ
う
づ
き
の
里
内
）と
加
治

川
訪
問
介
護
事
業
所
（
住
田
５
０
１
　
さ

く
ら
苑
内
）
の
2
カ
所
で
運
営
し
て
ま
い

り
ま
し
た
当
社
協
の
訪
問
介
護
事
業
に
つ

い
て
、
平
成
28
年
5
月
1
日
よ
り
豊
浦
事

業
所
を
廃
止
し
、
加
治
川
事
業
所
に
統
合

し
て
左
記
に
よ
る
運
営
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

新
事
業
所

　
名
　
称
　�

新
発
田
市
社
協
訪
問
介
護
事

業
所

　
所
在
地
　�

住
田
５
０
１�

さ
く
ら
苑
内

※�
な
お
、
居
宅
介
護
等
事
業
所
（
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て
も
併
せ
て

統
合
い
た
し
ま
し
た
。

　新
潟
県
介
護
支
援
専
門
員

　実
務
研
修
受
講
試
験
の
ご
案
内

＊
試
験
日
＊

　
　
平
成
28
年
10
月
２
日
（
日
）

＊
受
験
手
引
き
の
配
布
場
所
＊

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内

＊
配
布
期
間
＊

　
　
平
成
28
年
６
月
６
日
（
月
）

　
　
～
７
月
１
日
（
金
）
ま
で

　
　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（藤塚浜3585-110　TEL41－2522）
開館時間� ９：00～17：00（４月～10月）、
� ９：00～16：30（11月～３月）
休 館 日� 月曜日、祝日、年末年始
利 用 料

　市内、胎内市、聖籠町在住で�60歳以上　200円
　市内、胎内市、聖籠町在住で�60歳未満　300円
　上記以外� 600円

紫雲寺老人憩いの家  眺海荘
（五十公野4970-2　TEL24－7223）

開館時間� ９：00～16：00
休 館 日� 月曜日、祝日、敬老の日の翌日、年末年始
利 用 料� 市内在住者　200円
� 上記以外　　300円
個室利用の場合は別途料金必要（要予約）

老人福祉センター  金蘭荘

社協の福祉センター

◆ 無料送迎バス運行日 ◆
●豊浦地区（毎週水曜）
　６月　１・８・15・22・29日
　７月　６・13・20・27日
※祝日は運行しません
※交通事情により前後する場合が有ります

豊浦福祉センター　ほうづきの里
（月岡温泉727番地１　TEL32－1110）

開館時間� ９：30～19：00
休 館 日� 月曜日（祝日の場合は営業）、年末年始
利 用 料� 一般　600円
� �一般　午後４時以降
� 市内在住65歳以上　　440円

� 小学生　300円
個室利用の場合は別途料金必要（要予約）

（住田501　TEL33－2300）
開館時間� 【お部屋利用】�９：00～17：00
� 【お風呂利用】10：00～17：00
休 館 日� 日曜日、年末年始
� （お風呂は日曜日・月曜日・年末年始）
利 用 料

　市内在住者　300円
　上記以外　　400円
個室利用の場合は別途料金必要（要予約）

加治川総合福祉センター  さくら苑

さくら苑「変わり湯」休業します。
　５月19日（木）、５月20日（金）、５月21日（土）
※�ボイラーメンテナンスのため「変わり湯」を上記のとおり休みま
す。但し、貸し部屋はご利用いただけます。

※�60歳以上もしくは障がい者手帳
保持者は100円引き
　小学生150円、未就学児無料

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
受
験
の
手

引
き
』の
配
布
の
み
で
す
。
試
験
に
つ
い
て
の
質

問
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
数
で
す

が
、
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
実
務
研
修
受
講

試
験
実
施
本
部（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
５

－

２
８
１

－

５
５
２
６
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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＊問い合わせ先（土･日･祝日を除く）＊

新発田市社会福祉協議会社会福祉
法　　人

〒957-0054　新発田市本町4-16-83
TEL 23－1000  FAX 26－3300（ボランティアセンター内）

新発田市
ボランティア
センター

 ○
カルチャー
センター

専用駐車場

県立
新発田病院

新発田駅

しばた社協だよりは、ボランティアグループ「むぎの会」により音声訳されています

	団　体　名 代　表　者 活　動　内　容
消費生活サポーター　あやめネット 大 倉 真 弓 悪質商法の被害防止啓発活動を寸劇・歌・クイズなどで紹介しています

清月会（清月流民謡道） 清 野 武 夫 古来から伝わる民謡の伝承活動、ボランティアの育成、地域の皆様の健康推進等

たんぽぽの会 大 橋 京 子 勉強会、親睦会、変形性股関節症の専門医による講演会

地域活動支援センター　フリースペースみのり 島　津　富美子 精神に病をかかえた方々等が、手工芸品の動作及び販売活動を行う居場所

手作り紙芝居ボランティア 三　田　フサ子 手作り大型紙芝居を上演他、手遊び、はり紙絵、ゲーム等

特定非営利活動法人　加治川ネット21 篠 田 令 子 環境の保全を図る活動、文化の振興を図る活動、まちづくりの推進を図る活
動、社会教育の推進を図る活動

特定非営利活動法人　きいろいふうせん 小 林 信 雄 高齢者や障がい者宅の清掃草取り除雪物品等の運搬の支援、お年寄りのお話し
相手等

特定非営利活動法人　きらきら家族 本 間 真 澈 今年２月に事業所を移転。サービス内容と規模は同様

特定非営利活動法人　作業所あゆみ 石 井 史 洋 中途障がい者の作業所を運営。金魚台輪や栞等の製作販売をしています

特定非営利活動法人　新発田市手をつなぐ育成会 籠　島　由美子 知的障がい児・者の余暇・日中活動の支援

特定非営利活動法人　自立生活センター新発田 高 木 浩 久 障がいのある人無い人が互いにふれあい知り合う場所の提供。利用者の適性に
応じての作品作りと販売

特定非営利活動法人　はとの会 長谷川　健　吉 聴覚、身体、知的、精神等、障がいを持っている方々の活動や就労の支援

特定非営利活動法人　まちづくり研究会新発田 齋 藤 康 次 新しい地域社会づくりを理念とし、心豊かな地域社会づくりに寄与する

特定非営利活動法人　ユー＆ミーの会 佐 藤 恭 子 家庭排出有機資源の回収及び発酵、有機資源のリサイクル指導等

豊浦みんなの会 小 林 三 ツ 枝 老人施設での各種行事への参加、小学校・保育園での支援活動、食育ボラン
ティア

新潟いのちの電話後援会　下越支部 高 澤 大 介 下越地域における「自殺防止運動の展開」「新潟いのちの電話への支援」を目
的とする

新潟県赤十字安全奉仕団新発田市分団 古 俣 　 勉 災害救護活動、救急法の普及

新潟県退職公務員連盟新発田支部 渡 邊 清 三 イベント手伝い、日本舞踊教室、施設訪問等

日赤点訳奉仕団新発田まどかグループ 小　島　さち子 点字図書製作・個人ニーズ対応の点訳、その為の勉強会や研修会

ニュー・マジックシバタ 斉 藤 　 進 マジック披露、楽しいマジック教室

人形劇サークルどらのこ 桐　生　美砂子 保育園、幼稚園、福祉施設等を訪問して生の人形劇を上演する

認知症の人と家族の会　新潟県支部新発田地区 小 林 敏 夫 毎月認知症の人とその家族が集まって話し合い励まし合い心のケアをする

年金者の会 八 幡 　 紀 年金・医療・介護・福祉の相談活動

花ふやし隊 椿 　 隆 国道113号、加治川治水公園協定に基づく美化活動を行う。その他花の植栽

ハニーフレンド 居　城　みな子 子育て支援

フードバンクしばた 佐 藤 哲 也 市民や企業等から安全に食べられる食品の寄贈を受けて、生活困窮者に届ける
活動等

ぷれジョブしばた 大　沼　志津子 特別な支援が必要な子供がジョブサポーターに支えられながら就労の体験をする

ボランティア紫雲寺友の会 神　田　アヤ子 70歳以上の介護認定を受けていない一人暮らし高齢者等に手作りお弁当を安否
確認を兼ねてお宅にお届けする

ボランティアふるさと 河 村 　 博 各種行事支援・要援護者宅等の軽除雪及び伐採等の支援

ボランティア指人形そら 大 澤 静 子 手作りの指人形を使い昔話、童話、踊りを公演

身晴会 松 浦 豊 子 新舞踊、民謡による施設ボランティア

みんなの会 佐 藤 　 均 医療・福祉・建築の専門スタッフで相談者に良い住宅環境整備のアドバイスを
する

ムチャーチャ 岩 川 実 春 小学校での読み語り、老人福祉施設への慰問、ドミニカ共和国支援をしています

指人形カッパ 長谷川　武　夫 絵本のよみきかせ、指人形劇、アコーディオン演奏

夢づくりいたやま 井 伊 康 則 ひめさゆりの保全及び育成、ビオトープ整備保全、板山の歴史編集、夏祭りの
継承等

要約筆記サークル四季 渡 邉 美 智 聴覚障がい者へ筆記通訳する技術を向上させるための学習、要約筆記普及のた
めの活動

憙乃会 小　柴　万寿夫 踊り、唄による施設訪問等

リフトカーあやめ会 斎 藤 哲 雄 障がい等により外出が困難な方に対して、車いす対応のリフトカーによる送迎

レクリエーションボランティアクラブ 五十嵐　トシエ 講習会、新発田市、地域団体レクリエーション事業への協力。地域住民の交流
の場への協力
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